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情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会 

革新的情報通信技術プロジェクトワーキンググループ 

（第４回）議事要旨（案） 

 

１ 日時 令和６年２月６日（火） ８時００分～９時２４分 

 

２ 場所 ウェブ開催 

 

３ 出席者 

①構成員 

 森川 博之（主任）、木村 亮示、杉浦 孝明、立本 博文、平田 貞代 

 

②オブザーバー 

 新田 隆夫（国立研究開発法人 情報通信研究機構 理事） 

 

③総務省 

（国際戦略局） 

 豊嶋 基暢（官房審議官） 

 川野 真稔（技術政策課長） 

 中越 一影（通信規格課長） 

 影井 敬義（通信規格課 標準化戦略室長）  

 石田 紀之（通信規格課 標準化戦略室 課長補佐） 

 

４ 議題 

（１）革新的情報通信技術（Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ（６Ｇ））基金事業による国際標準化活

動に対する支援の在り方について 

（２）その他 

 

 

開  会 
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○森川主任  皆様、おはようございます。朝早くからありがとうございます。 

 これから、情報通信技術分科会の技術戦略委員会革新的情報通信技術プロジェクトの

WG、こちらの第４回を開催いたします。ありがとうございます。 

 それでは、最初に、事務局から本日の配付資料の確認と、あと本日のWGのウェブ会議に

伴う補足説明、こちらをお願いできますか。 

○石田課長補佐  事務局の総務省通信規格課標準化戦略室でございます。 

 まず、本日の配付資料については、議事次第に記載されておりますとおり、資料４－１

から４－４参考資料４－１、４－２の計６点となっております。 

 続きまして、本日のWGのウェブ会議に伴う補足説明を行います。会議の円滑な進行のた

め、構成員及びオブザーバーの皆様におかれましては、御発言の際には、画面上の挙手ボ

タンを押下いただき、御発言希望の旨を表明していただければと存じます。また、お名前

を冒頭に言及し、可能であればビデオをオンにしてください。御発言のとき以外は、マイ

クとビデオはミュート、オフにしてください。音声が不調の際は、チャット機能を御利用

ください。 

 また、本日の出欠状況でございますが、長内構成員が御欠席の見込みでございます。 

 ウェブ会議場に資料を投影いたしますが、表示が遅れることもございますので、事前送

付した資料もお手元で併せて御覧ください。 

 事務局からは以上です。 

○森川主任  ありがとうございます。 

 次に、本WGの運営について補足説明があるとのことですので、こちらも事務局からお願

いできますか。 

○石田課長補佐  事務局でございます。 

 お手元の参考資料４－１、革新的情報通信技術プロジェクトWGの運営についてを御覧

ください。 

 本年１月１９日に開催された第４３回技術戦略委員会において、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ

基金事業による国際標準化活動支援の在り方について、本WGで検討を行うこととされま

した。これを受け、同委員会の相田主査による決定の下、本WGの運営について、２、主な

調査内容に、（２）として、国際標準化活動に対する支援の在り方の検討について追記す

るとともに、８、事務局に、本検討を行うため総務省の関係課室も本WGの事務局機能を担
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う旨の追記といった改定を本日付で行うこととしております。 

 事務局からは以上となります。 

○森川主任  ありがとうございます。 

 

議  事 

 

（１）革新的情報通信技術（Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ（６Ｇ））基金事業による 

国際標準化活動に対する支援の在り方について 

 

○森川主任  それでは、議事に入りたいと思います。 

 本日は、お手元の議事次第にありますとおり、国際標準化活動に対する支援の在り方に

関して、皆様方にいろいろな意見を伺えればというふうに思っております。それとともに、

本日、杉浦構成員、木村構成員、立本構成員からもプレゼンテーションいただきます。そ

の後、まとめて意見交換というふうにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず、本WGを再び開催することとした背景とか経緯、そして本WGでの検討事

項を含め、事務局から説明をお願いできますか。よろしくお願いいたします。 

○影井標準化戦略室長  事務局、総務省標準化戦略室長の影井でございます。 

 本WGの構成員の皆様、オブザーバーの皆様、本当に朝からありがとうございます。 

 資料４－１に基づきまして、御説明したいと思います。 

 １ページを御覧いただきまして、本WGでの検討の再開をいただく背景・経緯となります

Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ基金事業に係るこれまでの状況を含めた御説明となります。 

 ２ページを御覧ください。 

 Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ基金事業の概要となります。令和４年の１２月に国会で成立しま

した改正法に基づきまして、ＮＩＣＴに恒久的な基金を造成しております。Ｂｅｙｏｎｄ 

５Ｇの重点技術等について、民間企業や大学等への研究開発の支援をスタートしてきた

というところでございます。 

 ３ページを御覧ください。 

 こちらが、この基金事業に係る主な状況とスケジュール、主にこれまでの振り返りとな

りますが、この資料の線表の左側の記載を御覧いただきまして、約１年前に、本基金事業

の立ち上げに当たりまして、事業面評価の在り方について本WGで御検討いただきまして、
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昨年３月に取りまとめていただきました。それを踏まえて、総務省において基金運用方針

を公表し、ＮＩＣＴが基金を造成しております。その後、本年度に入りまして、ＮＩＣＴ

において基金の運営体制を確立し、また、評価体制も整備してまいりました。 

 こちらに記載のように、社会実装・海外展開志向型戦略プログラムの公募を２回行って

おります。それぞれにおきまして、予備調査と公募・審査を行っておりまして、その際に

は、吹き出しのところにありますように、本WGの構成員の皆様に参画いただいたＮＩＣＴ

の評価委員会におきまして、事業面からの予備調査のヒアリングですとか、また、採択に

当たっては提案企業の経営層による事業戦略の説明を受けて事業面からの評価を実施い

ただいてまいりました。そうしたことで、本基金事業による研究開発プロジェクトの実施

に係る各種手続が着実に進展してまいりました。 

 ４ページへ進んでください。 

 本基金事業では、社会実装・海外展開に向けた戦略とコミットメントを持った研究開発

を重点的に支援することとしております。これを社会実装・海外展開志向型戦略的プログ

ラムと称しておりますが、その戦略プログラムの実施に当たりましては、こちらに記載の

ように、本WGで取りまとめていただきました事業面評価の項目、これが本資料に記載のも

のになりますが、これに基づきまして、グローバルな市場獲得や経営・ビジネスの観点で、

標準化戦略を含めた事業面からの評価、採択評価は先ほどの資料のとおり既に実施して

いただいておりまして、今後、モニタリングやステージゲート評価を実施していくことに

なります。 

 続いて、５ページ御覧ください。 

 本基金事業による、社会実装・海外展開志向型戦略的プログラムにつきまして、今年度

に公募・採択をしてきたプロジェクトや実施企業の状況がこちらとなります。２回目の公

募対象案件に関しては今審査中という位置づけでございます。 

 ６ページを御覧ください。 

 Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇに関しましては、こちらの資料で記載のような、公的なデジュール

標準ですとか、それから民間ベース、デファクトにも近いようなフォーラム標準を扱う標

準化団体での検討や作業が、まさに本格化をしていく見込みでございます。これに対して、

世界各国の主要企業が注力していくことが想定されます。 

 そうした状況の中で、７ページ進んでいただきまして、政府のほうではＢｅｙｏｎｄ 

５Ｇ基金に関して令和５年度の補正予算が新たに措置をされております。その中で、標準
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化に着目していきますと、この基金の中に新規で標準化活動支援メニューというものを

追加することになりました。具体的には、右下の赤字で書いておりますように、助成のス

キームということで、社会実装・海外展開志向型戦略的プログラムに採択された実施者を

対象とし、国際標準活動に必要な旅費や専門人材の人件費等を支援するというものでご

ざいますが、こちらについては、この下段の文章に記載しておりますように、基金事業の

一環での取組ということになりますので、この基金事業の趣旨、これがやはり重要となっ

てまいります。Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの標準化活動において、まさに国際標準の獲得につな

げていくためには、この研究開発のプロジェクトにおける自らの投資ですとか事業戦略、

経営コミットメント等を含む戦略と覚悟を持ったプロジェクトに対して、この戦略商材

の社会実装・海外展開に向かって重要となる標準化活動、これを支援していくことが重要

ということを基本的な考え方としています。 

 この考え方に基づきまして、先般１月１９日の技術戦略委員会におきまして、この国際

標準化活動支援メニューに関しては、その支援の在り方について、本基金事業の事業面評

価をこれまで担っていただいた本WGでの検討を行うことが適当とされたところでござい

ます。 

 ここまでを背景としまして、続いて８ページへ進んでいただきまして、ここからが本WG

で具体的に御検討いただきたい中身のお話でございます。 

 ９ページ御覧ください。 

 検討いただきたい事項ということで、リード文にありますように、令和５年度補正予算

による本基金事業の標準化活動支援メニューに関しては、この基金による社会技術・海外

展開志向型戦略的プログラム、戦略プログラムと略しまして、これに採択された研究開発

プロジェクトの実施者による標準化活動を支援する経費ということで予算を計上してお

ります。その支援対象となる案件に関しましては、そういったことから戦略プログラムの

これまでの採択プロセスにおいて、標準化戦略の観点を含む事業面評価を既に受けてい

ただいた上での選定を経ているということも踏まえた形で、この基金による支援の実効

性・効率性を確保する観点から、本WGにおいて、標準化活動支援に対する支援の在り方に

ついて御検討いただきたいというところでございます。 

 まず、この検討に当たって少し前提条件申し上げますと、資料には書いておりませんが、

この標準化活動支援メニューの具体的な助成の規模ですとか助成率等の予算面では、鋭

意、総務省において、予算事情等も踏まえて設計中の状況ですが、イメージとしましては、
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大体２分の１助成を想定しまして、１プロジェクト当たり国費分で大体数千万から最大

でも１億円ぐらいの規模感、こういったものを想定しております。 

 ですので、こういったイメージも御検討の参考にしていただきまして、今回の検討事項

ということで、３つ下段に書いておりますが、まず１つ目としましては、基金事業による

標準化活動支援の対象決定に係るプロセスの在り方。２つ目に、そうしたプロセスの中で、

標準化活動支援の対象決定のための審査を行うための要件、これを国際標準化活動支援

要件と称していますけども、この在り方。この２つが大きなポイントとなります。そして

３つ目としましては、その他の論点がありましたら、それは拾いたいと考えているところ

でございます。 

 続いて、１０ページを御覧ください。 

 この本WGでの当面のスケジュールとなります。ＮＩＣＴの基金に、令和５年度補正予算

による拡充分をこれから積み増して運用していくということが必要となります。このた

めに、３月には、総務省が定める、資料下段にも書いていますが、基金運用方針ですとか、

この標準化活動支援を行うための支援要件、こういったものを確定させて、そして規定類

の整備を終える必要がございます。こうしたことを念頭に置きまして、本日の会合も含め

まして、短期間となりますけども、３回ほどのWGを開催して御検討いただきたいと考えて

おります。 

 その中でということで、この初回、本日については、一番上の段になりますけども、検

討事項としましては、検討事項に沿いまして、（１）で支援の対象決定に係るプロセスの

在り方と。これはこの後、事務局説明に基づいて御討議をいただきたいものです。 

 次に検討事項（２）が、支援の対象決定のための審査の要件の在り方、ここに関しては

事務局説明でお示ししたのイメージ、考え方とともに、杉浦構成員、木村構成員、立本構

成員からも資料を御用意いただきまして、御発表いただきますので、それらに基づいた討

議をお願いできればと思っております。最後（３）はその他ということになります。 

 次回以降に関して申し上げますと、２月の中下旬に２回目、３月の上中旬に３回目のWG

の開催を想定しておりまして、先ほど申し上げたスケジュールに鑑みますと、次回にはあ

る程度論点整理、またはWGの取りまとめ骨子案というようなことで、実質的な方向性を固

めていきたいと思っております。そして、最終的には第３回でWG取りまとめをまとめてい

ただきたいという考えでございます。 

 １１ページ、御覧ください。 
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 ここからは、先ほどの各検討事項ごとにパートに分けて議論をいただきたいと考えて

おります。まず、これが１つ目の項目に関する主な視点でございます。 

 「１．標準化活動支援の対象決定等に係るプロセスの在り方について」ということで、

検討の視点としましては、１ポツ目の、今回の支援対象となる案件の決定等に関しては、

標準化戦略の観点も含む事業評価を受けた上での選定を経ているということも踏まえま

して、本本基金事業による支援の実効性・効率性を確保したプロセスとすることが必要で

はないかと。このため、戦略プログラムとは別に、一から、標準化支援に関して公募や評

価・採択等のプロセスを行っていくということではなくて、執行機関が研究開発採択時の

提案内容を踏まえまして、客観的な審査の要件に基づいて審査をして決定するプロセス

とすることが適当ではないか、としています。また、そのプロセスにかかる透明性や客観

性を確保する観点からは、支援要件の内容については、その在り方についてまさに本WGで

検討を行っていただくということで、その上で総務省が策定・公表することが適当ではな

いか、こういったオープンなプロセスで定めていくことが必要ではないか、としておりま

す。 

 続いて、１２ページを御覧ください。 

 検討事項の「２．標準活動支援の対象決定のための審査の要件の在り方について」でご

ざいます。検討の視点の１点目が、戦略プログラムの採択時の提案書におきまして、当該

プログラムの研究開発成果に係る標準化活動を行う取組、計画や対象となる標準化団体

等が明確に記載されているということを前提とすべきではないか、としております。その

際に、戦略プログラムの採択時の提案書に記載された国際標準化の取組、これ自体は、実

施することを既に先の採択のプロセスの中でコミットした内容であることから、この取

組自体を新たに支援するということではなくて、この取組をより解像度を上げてといい

ますか、より強化して拡充する、こういったことをして対応する標準化活動の内容である

ことを前提とすべきではないか、としております。そして、標準化活動支援に係る申請や

審査に当たってという論点でございますが、これは先ほど来申し上げていますように、標

準化戦略も含めて事業面評価をこれまで受けてきた上でのものだということを踏まえま

すと、それに当たっての基金の支援の実効性を確保するということとともに、執行機関や

実施企業の実務面も含む効率性にも配慮しつつということで、その上で、今回求めるべき

点として２つ書いておりますが、商材の社会実装・海外展開に向けた自社の事業戦略上の

標準化活動の位置づけについて、これをきちんと申請に当たって明確かつ具体的に記載
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されていることが必要ではないかとしています。もう１点が、その標準化活動支援に係る

申請に当たっては、商材の社会実装・海外展開に向けて、まさに事業戦略に位置づけられ

た標準化活動の内容が明確で具体的に記載されると。こういったことは基本的な考え方

として確認する必要があるのではないか、としています。 

 続いて１３ページ、最後に「３．その他」の視点ということで書いておりますが、これ

は大所高所の観点も含めまして、本基金事業の成果最大化に向けて、標準化活動支援に当

たってどういったことに留意すべきか、であったり、民間企業に求められること、また、

国、総務省やＮＩＣＴとして対応する必要があることですとか、また、その他考慮すべき

ことがあるか、といったことを論点として挙げております。 

 最後に補足としまして、参考資料４－２をつけております。先ほど来、戦略プログラム

をこれまで採択プロセスで評価・選定を受けてきたという点を申し上げてまいりました

が、その際の実際の提案書様式がどうなっているかの御参考として、ＮＩＣＴが公募のと

きに公表しているものをつけております。構成員の皆様におかれましては、まさに評価委

員として内容は何度も御覧いただいてきた内容でございますけども、例えばこの資料の

７ページに知財・標準化戦略に関する記載項目があったり、また、全体としては、経営面、

事業面、それから様々な商材の展開といった観点で、様式でこういった内容で記載をして

いただいて採択プロセスをいただいているということですので、この辺りの実務的なイ

メージも含めて御参考にしていただければと思います。 

 事務局の説明は以上でございます。 

○森川主任  ありがとうございます。意見交換は、最後にまとめてとさせてください。 

 それでは、杉浦さん、お願いできますか。 

○杉浦構成員  森川先生、どうもおはようございます。 

○森川主任  おはようございます。 

○杉浦構成員  それでは、私のほうから、標準化活動と、各企業様の中で標準化に向けて

進めていただいているところの組織運営というか企業戦略について、基本的な考え方、こ

うしていったらいいのではないかというようなことを、少し意見を提示させていただき

たいと思います。 

 すみません、次のページをめくっていただいてよろしいでしょうか。 

 ここ、新たな通信システムとか技術、今回のＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの市場獲得に向けた活

動ということなんですけれども、そもそも今回のプログラム、今標準化戦略室長のほうか
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らもお話がありましたが、社会実装・海外展開プログラムということだと思いますけれど

も、この社会実装・海外展開というのは、すなわち海外で市場を獲得する、海外のお客様

に製品、サービスが売れるということを目指しているということだと思います。海外のお

客様からすると、当然標準化されている、標準にのっとったサービスとか製品というのは

信頼できるということで重要な要素になるとは思うんですけれども、皆さん、そういうこ

ともありまして、各企業様においては、デファクト、デジュールの標準化団体で様々な国

や企業の方々と技術的な標準案を作成するということで、大変ないろんな御苦労という

か作業をしていただいていると思います。 

 せっかく大変な作業、いろんな打合せだとか会議や何かで標準案を作成されていると

いうことで、なるべく標準化活動というのを戦略的なツール、有効なツールとして使って

いけないかということのアイデアを書かせていただいています。 

 これは現在見られる活動例ということで、全ての企業様とかが必ずこうだというわけ

でもないですし、標準化団体の内容ですとか、あるいは開発している技術内容によってこ

れは異なってくると思うんですけれども、例えば大ざっぱに言うと、各企業様の中だと、

営業と技術開発、それから標準化を活動されている方々というのがこういう方々が担当

としていらっしゃって、ある程度情報共有をしながら営業活動をしたり、標準化活動をし

たり、技術開発をしているというようなことだと思います。当然、営業の方々というのは、

ふだん日頃から、市場、すなわちお客様と接していろいろ要望を聞いたりですとか、どう

いうシステムに御関心があるのかという情報収集はしているんですけれども、場合によ

っては、各組織が情報共有ということでの連携はしつつも、それぞれ各本部独自に計画を

立てて活動されているといったようなケースも見られるんじゃないかなというふうに思

っております。 

 次のページをお願いします。 

 ここをどういうふうに戦略的に変えていくかということのアイデアで、むしろこうい

った要素を既に取り組まれている会社様も多いと思いますし、ひょっとしたら、まだこう

いうところが十分行き届いていないなというような企業様もいらっしゃるかなと思うん

ですけれども、まず、やはり今回のプログラムに限らず、企業活動としての出口というの

は、いかに市場を獲得できるか。もう少しありていに言ってしまうと、お客様の契約が取

れるかということで、ここに必ずターゲット、目的関数を置いた営業とか技術開発、標準

化みたいな活動が推進されるべきなのかなというふうに思います。 
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 そういうためには、市場とかお客様の情報とかニーズみたいなもの、こういったものを

ベースにした、営業とか技術開発、標準化みたいな全ての活動を束ねて戦略的に指示を出

す司令塔みたいな方がいらっしゃって、具体的な指示を出していくような役割がこれか

ら必要になってくるのかなというふうに思います。技術開発担当の方にしてみると、お客

様のニーズはいろいろ変わりますし、お客様によってまたいろんな細かいニーズの変更

があると思うので、こういったお客様のニーズを取り入れた技術開発をやって、開発計画

やなんかも柔軟に変更できるような柔軟性を持たせるようなことも出てくるかと思いま

すし、標準化団体の活動に参加されている標準化担当の方、当然国際標準の会議やなんか

に年間複数回出て、いろんな標準案の作業ですとかそういったことに時間を割かれてい

ると思うんですけれども、営業情報や何かを基にして、なるべく自社の優位性が高まるよ

うな標準案の提案だとかコメントを出していくだとかというような能動的な活動、こう

いったことで、なるべく自社に有利にしていくような戦略的な活動が必要かなというこ

とで、少し概念図を次のページに書かせていただきました。 

 この図はあくまで概念図ですので、必ずこのとおりということではないかもしれない

んですけれども、一番ターゲットとなってくるのは、一番右側の市場とか顧客、お客様で

す。営業の方々、この方々の情報を常に入手している。このお客様方の細かいニーズとい

うのを営業の方がつり上げて、この司令塔になる方、仮にここで市場戦略ディレクターと

いう名前をつけていますけども、このディレクションをするような方というのを１つ司

令塔を置いて、お客様のニーズや競合の動きというのを入手して、分析して、勝てる市場

戦略というのをつくっていかなきゃいけないと。勝てる市場戦略をつくった上で、技術開

発分野に活動目標を提示したりとか、標準化活動の方々に活動目標を提示するというこ

とで、標準化活動をやっている方々も国際標準の作成作業というような形でもちろん従

事していただいているんですけれども、新たな標準案の提案だとかコメントというとこ

ろで、少し自社の売り込みに寄与するような能動的な提案をしていくというようなとこ

ろが必要かなと思います。 

 言い方を変えると、市場獲得を目標点において、技術開発、標準化活動をバックキャス

トしてきてアクション案を立てるというような、こういう全体構造が必要かなと思いま

す。また、これは副次的な効果かなと思うんですけれども、いろんな標準化活動に参加さ

れている方々の話を聞くと、かなり多くのコンペティターの方ですとか、競合するような

企業の方、それから将来的に潜在的にお客様になりそうな潜在顧客の方々が標準化活動
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の場に参加していらっしゃいます。こういった方々の発言とか、あるいは標準化会議の前

後のフリートークの場ですとか、あるいは会合の場みたいなところで、お客様とか、コン

ペティターとなる他社のベンダーなどの情報収集とか動向分析の一端になるような情報

を入手する、この標準化活動というのは、そういう意味でも、戦略的に情報を入手する非

常にいい機会なのかなというふうに思いますので、こういった情報も積極的に入手して、

上部の市場戦略を立てている司令塔に上げていただくというような活動をしていくこと

で、戦略的、能動的な組織運営ができるのかなというふうに考えております。 

 最後のページに、ちょっとまとめを書かせていただいています。 

 組織運営のポイントということで、今説明したようなことを言葉にしているだけなん

ですけれども、１つは能動的な活動指示を出せるような司令塔、ここでは市場戦略ディレ

クターという言葉を置いていますけれども、この司令塔を組織内に置くということ。 

 それから、営業の方を中心にということだと思うんですけども、市場とかお客様のニー

ズ、あるいは競合の情報みたいなのを細かく即時入手できるような営業担当を置く。場合

によっては、これは標準化の活動されている方々も、国際標準の場でいろんな情報を吸い

上げることもできるかなと思います。 

 それから、標準化担当の方々です。技術開発担当者、あるいは標準化担当者というのは、

全体の市場戦略ディレクターの指示、あるいはここと情報交換して一緒に考えるような

ことで能動的な活動をしていくということが、やっぱり市場獲得の上では非常に大きい

標準化をツールにしていく手段かなというふうに思っております。 

 総じて言いますと、標準化活動は非常に大事な活動なんですけれども、標準化活動の標

準案作成というところで、どれだけ充実的な活動をしているかというよりは、標準化活動

されている方に、一体どういう期待をしてどういう指示を出すのかというような、その会

社全体としての司令塔の存在ですとか、全体の組織の有機的な運営ですとか、そちらのほ

うをしっかりと充実したものにして、国際標準活動のできた成果をより有効なものにし

ていくというような、周辺といいますか、標準化活動を支える部分の方々の組織が非常に

大事かなというふうに考えておりますので、皆様のちょっと御議論の一助になればと思

います。 

 以上です。 

○森川主任  杉浦さん、ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、木村さん、お願いできますか。 
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○木村構成員  森川先生、ありがとうございます。 

 それでは、ボストンコンサルティングの木村でございます。まず、本日は、貴重な機会

いただきまして、ありがとうございます。 

 私からは、標準化戦略を考えるフレームワーク及び本WGにおける課題感というところ

につきまして、数枚でのプレゼンテーションをさせていただきたいと思います。 

 今御覧いただいている１ページ目、これはＢＣＧとして考える標準化戦略を考える上

でのフレームワークです。ポイントは、Ｗｈｙ、Ｗｈａｔ、Ｈｏｗ、Ｗｈｏの４つ全て連

鎖していく中で初めて成果が出るという問題意識でございまして、ここまでの本WGでの

議論と、結果的には平仄が合っているという形になると思います。日本企業の置かれてい

る状況としてＷｈｙの部分、イノベーションを通じた市場創造というものが企業価値向

上に必須になっているという中で、特に次のＷｈａｔの部分、競争のベースが従来の製品

単位のものから、後ほどのプレゼンテーションでも入っていたキーワードですが、エコシ

ステムに拡大する傾向があるというふうに理解しています。そういう意味でも、ルールと

か標準というものの考え方というものが、いわゆる単純な技術的な知財というものから、

より上位層の概念というものまで含めて入ってきていると理解しております。 

 従いまして、今ある市場の中でどう適用していくかという市場戦略、これは当然、事業

として勝つために必要だという認識なんですけども、それと同様もしくはそれ以上に、市

場自体の設計というものを意図したルール形成、これを標準化戦略でやっていくという

のが鍵になると。もともとこういう問題意識で本WGが運営されているというふうには理

解しています。 

 今回の取組で議論しているように、ルール形成戦略というのを追求する上では、全体と

なるビジネス戦略が非常に重要になっていく。基本的には競争戦略というものは個別の

企業単位で策定されるものでありながら、標準化ということでいきますと、個別企業レベ

ルにとどまらず、業界もしくは国というレベルでの全体のオーケストレーションも市場

創造に必要になります。従って、なるべく個々の企業、個々の案件というものを審査する

という本WGの位置づけではありながら、日本としてどういう方向にエコシステムを持っ

ていきたいのかというところのイメージを持って議論ができると生産的になるというイ

メージを持っております。 

 一番右のＷｈｏのところです。この場合、当然ながら政府の旗振り及び後押しの重要性

というのは従来以上に増していると認識しております。繰り返しになりますけれども、理
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由１つ目は、市場創造においては個社を超えたベクトル合わせが必要になるということ

と。もう一つは、中長期の取組になりがちな標準化の活動は、単年度収支を追いかける事

業会社では、場合によっては対応の優先度が下がるリスクもあるということです。ただ、

中長期勝つためにはそこが一番重要ということですので、その後押しというものが非常

に重要になるという問題意識です。委員の皆様におかれましては、目新しい話ではないと

は思います。 

 次のスライド、先ほど申し上げました標準化戦略の本質的課題が、ルール形成戦略の前

提となるビジネス戦略にあるということを事例で説明したものになっております。具体

的には、緑色の箱の中にサーキュラーエコノミーという取組における、フランスの企業、

ベオリアの事例を入れさせていただいています。ポイントは、川中と書かれていますルー

ル形成というところの上下段、上位としての戦略の策定という部分、それから川下のとこ

ろでの事業展開という部分です。これは当たり前ではあるんですけども、ルール形成にお

ける戦略、ルール形成における普及というものが必要なように、その横にある事業戦略、

競争戦略、それから事業展開というものがセットになって初めて価値を生むということ

です。今回の議論も、右側の話だけではなく、左側のビジネス戦略との関係性を、これま

での議論との整合も含めながら確認できると非常に意味があると考えています。 

 最後の１枚、最終的にはこういった取組を価値創造、つまり、お金に変えていかないと

いけないということです。どこで稼ぐのかということにつきましては、ここで４つぐらい

パターンを幅出ししています。具体的には、個別企業様の戦略に応じて、どこで稼ぐのか

というのは異なってくるというふうに思っていますが、これまで議論をさせていただき

ました案件をベースに考えますと、２つ目のオープン・クローズ戦略のところが非常に鍵

になってくるのかなという印象を持っているところでございます。オープンに仲間づく

りをグローバルに広げるということと、そのエコシステムの中で自社固有の優位性を保

つということ、ここのバランスを両立させないといけないということですので、今回のWG

の議論を通じて、より深い議論が起きるというのは非常に意味があると思います。そうい

った議論を後押しして、もう一段、深い形での取組ということができる形になればいいと

思っています。 

 私からは以上です。 

○森川主任  木村さん、ありがとうございます。 

 それでは、立本先生、お願いできますか。 
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○立本構成員  ありがとうございます。森川先生、ありがとうございます。筑波大学ビジ

ネスサイエンス系の立本と申します。本日はお時間いただきましてありがとうございま

す。 

 お二人のプレゼンテーションの後に私もプレゼンテーションをさせていただきたいと

思います。 

 タイトルは、標準型とエコシステムづくりの重要性というタイトルで、プレゼンテーシ

ョンを短くさせていただければと思います。お願いします。 

 次のスライドお願いします。 

 このスライドは、標準化活動とエコシステムづくりの重要性について１枚で書いたも

のです。我々は、技術開発のところを少し今支援しているわけですけれども、その技術開

発は最終的には製品／サービスになって社会実装されますと。ということなんですけれ

ども、こういう例えば通信とか、あと最近でいえばソフトウエアとかシステムのものの場

合、エコシステムづくりが重要ですとよく言われますと。それはなぜかというと、結局技

術、製品／サービスが単体で使われるというよりは、もっと広い技術体系とか技術世代と

か、あとは組み合わせて使うとか、あとはもっと大きい意味で例えばまちづくりとか、自

動運転とか、エンタメとか、その中でどういうふうに使われるかみたいな、全体の中でど

うかという、そういう非常に重要な視点が最近重要視されていると思います。特に今回対

象としているＢｅｙｏｎｄ ５Ｇみたいなものも、ビジョンとかアプリケーションを基

にしたときにどうなんだと。一つ一つを見たらどうなんだということが非常に重要にな

ると思います。ですから、技術開発というものとエコシステムづくりというのは非常に重

要ですと。ここをつなぐものとして標準化活動と、特にグローバルマーケットで言えば国

際標準化活動があります。標準規格になることによって広く使われると。広いプレーヤー

に対してアクセスできるような技術になりますし、コンシューマーにとっても採用しや

すいと。各国にとっても採用しやすいというものになります。ただ、この標準化活動、非

常に従来であればデジュリ標準が非常にあれだったと思いますけれども、アプリケーシ

ョンが高度化していくことによって、特にインターネットに近いものになってくること

によって、デファクトとか、あとはコンソーシアムとか、非常に複雑化しておって、ここ

の人員とか、あとは戦略との関係性が非常に重要になっているということが重要になっ

ています。 

 このスライドをまとめて言うと、要はその技術開発をやるときには、エコシステム、非
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常に重要なんだけど、そこをつなぐものとして標準化活動が昨今重要になっておるんで

すけども、なかなかその手が足りていないのでここを支援する必要があるだろうという

ことを言いたいです。 

 次のスライドをお願いします。 

 先ほど言ったエコシステムなんですけれども、我々が主に念頭にしているのはネット

ワークのところでしたけれども、この赤い印で書いてあるところです。しかしながら、先

ほども、スライドも１つあったと御紹介したとおり、ネットワークの１つのレイヤー、１

つの層だけで終わるものでは最近ではなくなってきておって、当然、これは従来からもあ

ったような端末とかデバイスとかというのは従来からもありましたけども、ありますと。

一方で、さらにそのネットワークやデバイス端末から生まれてくるようなデータをどう

するんだとか、あとは認証をどうするんだとか、あとは最終的にはサービスの体系がない

と、フレームワークがないと、結局そういうデータの持ち方とかそういうものもよく分か

らないとか、そういう話が出てくると思います。その意味でいうと、この図で書いたよう

に、ネットワーク、主な事業者としてはネットワークが考えられますけれども、エコシス

テムとしては、その上、例えばコンテンツとかデータとか、もしくはその下のようなデバ

イスとかシステムとかシステム機器とか、そういうもの全体を含めたようなエコシステ

ムの俯瞰的な視点が必要で、これを基にしながら活動する必要があるというふうに考え

ています。 

 次のスライドをお願いします。 

 これは私の用意してきたスライドの最後のスライドですけれども、結局そういうとき

にはどう考えるの、どういうふうな活動の指針になるのかということを書いたのが、組織

としてどう活動の指針になるのかというふうに御参考になればと思って作成したのがこ

のスライドになります。 

 標準化活動というと、標準の規格のドラフティングとか、あとは標準会議のディスカッ

ションとか、そこだけがクローズアップされることが多いような気もしますけれども、そ

れは大きく間違いでして、間違いでしてというのは、標準化活動に出席されている方も、

それだとなかなか自分の活動としては困るなというところが多いと思うんです。それは

なぜかというと、先ほどのスライド１枚目、スライド２枚目から申し上げているのは、結

局標準化活動というのは、その先に事業戦略とか事業がありますと。自社としては事業を

うまく生かせるため、ただ、それだけだとできないのでエコシステム全体をやらなくちゃ
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いけない。そうすると、要は標準化活動というのは、昔からの言葉で言えば、例えば仲間

づくりとか、あとはエコシステム的な観点で仲間づくりするとか、あとは自分の会社の利

益を取りながら、かつマーケットをつくるという意味ではオープン・クローズ戦略とか、

そういうことになると思うんです。そうすると、従来言っていた標準化活動についてはド

ラフティングするとか、そういうことにのみならず、左下の図で丸と四角で描いた図のよ

うに、標準化活動と研究開発と事業戦略が三位一体で関係してしまうと。その中の一つ一

つの要素として、アーキテクチャーどうするんだとか、標準化活動の中でアーキテクチャ

ーどうするんだとか、どこが標準化、スコープになるんだとか、テーマ設定とか、あとは

研究開発ですと知財どうするんだとか、あとは自分で開発するのか協力会社にお願いす

るのかとか、ｍａｋｅ／ｂｕｙの話があると思います。特に重要なのは、結局最終的に事

業戦略としてどうするんだと。どこでもうけるんだとか、あとは自分だけじゃないときに

どうアライアンス取っていくんだというような、アライアンスの戦略とかビジネスモデ

ルと非常に密接に関係しますと。私が挙げただけでも、標準化活動とか研究開発とか製品

開発とか販売とかを入れた事業の３つの視点があるんですけど、これを統合的にまとめ

るのは非常に難しいんです。難しくて、標準化の中だけでやってくださいと言われても、

なかなかバランス取ることはできない、統一的な見解することはできないと。普通、そう

いうときに、１つ上のレイヤーで、１つ上のレイヤーというのはトップマネジメントのレ

イヤーでやっていかないとなかなか難しかろうと。これがなぜトップマネジメントのレ

イヤーでやっていかないと難しいかというと、エコシステムの形成とか仲間づくりの太

い矢印で書いたように、結局社外のステークホルダーに対して発信していかなくちゃい

けなくなるんですよね。先ほどの１枚目のスライドでお見せしたようにビジョンを発信

したりとか、あとは、ビジョンを発信するだけだと絵に描いたもちだと言われるので、大

体の場合、成功例をどうするんだと。１番目の成功例をどうするんだと。そのときに誰と

一緒にやるんだとか、そういう非常に難しい話がいっぱい出てくると思うんです。特にマ

ーケットの形成とかを考えたときには、やったことない、例えばまちづくりをやらなくち

ゃいけないとか、国防をやらなくちゃいけないとか、いろいろ出てくると、どういうふう

なモデルづくりがいいのかとかというのは非常に難しい話になってくると思います。場

合によっては、多分赤字になるときがあると思うんです。短期的には赤字で、長期的には

黒字になっていくと、そういうモデルもあると思います。 

 そういう長期的なモデルの場合は、特にトップマネジメントがサポートしていくとか、
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トップマネジメントがこのバランスを取っていくとかいうような御前会議の場がないと、

なかなか難しいと思われるんです。ほとんどの会社は、御前会議みたいなものの重要性を

標準化活動されている方にお伺いすると、これ、もう絶対必要だと言うんだけど、そうい

う体制取れていないと思うんです。それは、従来からの標準化活動でいえば標準企画をつ

くることだ、ドラフティングだというふうに、そういう頭があるので、なかなかそういう

御前会議のところになっていないと思うんですけど、特に事業戦略とくっつくんだとか、

研究開発戦略とくっつくんだという話であれば、多分こういう御前会議みたいなものが

必要であろうというふうに思います。 

 ですので、ちょっとこの最後のスライドのまとめをすると、特に標準化活動するときに

はトップの関与が非常に組織体制として重要だと思います。この中身何やっているかは、

今お二方の先生に御示唆いただいたと思うんですけど、私からとしては、私のメッセージ

としては、特にトップがこのような活動に関与していかないと、もしくはサポートしてい

かないと、もしくはトップにレポートラインがないとなかなか難しかろうというふうに

思っています。 

 私の発表は以上で終わりです。ありがとうございます。 

○森川主任  ありがとうございます、立本先生。 

 それでは、意見交換に入りたいと思いますが、資料の４－１、影井さんから初め御紹介

いただいたこちら、御議論いただきたい視点①と②と③というのがありますので、それぞ

れ御意見いただければと思います。まずは、今、画面共有いただいていますけれども、①

の対象決定等に係るプロセスの在り方になりますが、検討の視点というのを挙げていた

だいておりますけれども、こちらはいかがですか。何かお気づきの点等ございますか。お

願いします、木村さん。 

○木村構成員  ボストンコンサルティングの木村でございます。 

 先ほど申し上げましたとおり、今回、事業の戦略とルール形成というものを両輪として

考えるということに意義があるという立ち位置に立っております。そういう観点で、既に

世界へのグローバルな展開ということを意図し、事業戦略も含めた議論を行っている案

件をベースに進めることにつきましては、本来の姿により近いというふうに私自身は感

じています。ここにあるように、透明性、客観性というものは当然ながら前提とした上で、

ディスカッションが一定なされている事業を出発点とするということにつきましては、

私はこの方向で違和感がないというふうに考えております。 
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 以上です。 

○森川主任  ありがとうございます。ほかの皆様方、いかがですか。人数が少ないのでそ

れぞれコメントを……。 

○杉浦構成員  すみません、杉浦ですけれども、よろしいでしょうか。 

○森川主任  それでは、杉浦さん、お願いいたします。 

○杉浦構成員  基本的に、今の木村委員の意見と同じでございまして、既に戦略プログラ

ムの採択で、市場面だとか市場戦略や全体像について審査されていますので、１から公募

評価採択を行うんじゃなくて、研究開発採択書の提案内容を踏まえて、さらにそこのとこ

ろで標準化の部分の審査をしていくというプロセスで適当だと思います。 

 また、標準化活動自体の内容について、先ほどいろんな、立本先生ですとか木村先生か

らも話が出ていると思うんですけれども、そういったような皆様からのアイデア、結構具

体的に出ている部分もありますので、そこで総務省さんのほうで、この要件や何かを具体

的に決めて審査をしていただくということでよろしいんじゃないかなというふうに思い

ました。 

○森川主任  杉浦さん、ありがとうございます。ほかいかが、立本先生、お願いします。 

○立本構成員  森川先生、ありがとうございます。 

 今、杉浦さん、木村さん、御意見していただいたと思うんですけど、私も同意見でして、

１からではなくて、既にあるものをさらに、特に標準化もしくはエコシステムをつくると

か、あと社会実装の意味でここは非常に重要だという、強化するという意味で非常に重要

であるという観点から、今まで出てきた案件は市場性のところはもう見ているわけです

けれども、特に標準化のところとか国際標準化のところとか、あとはそこと事業戦略がど

う一体的に運用されるのかというところも明確にしながら評価できればというふうに考

えています。お二人の意見に賛成です。 

 以上です。 

○森川主任  立本先生、ありがとうございます。平田先生、お願いします。 

○平田構成員  皆様からもう十分御意見が出ているので、私も異論はございません。特に、

これまで個社では取り組みづらかった標準化、どうしても取組が優先されてこなかった

標準化をどのように戦略的に取り組むように支援していくかといったところで、今回の

行政の支援の在り方は非常に画期的であり、適切であると思います。特にこの①の論点の

プロセスをお考えになったということは、もちろん背景には、効率をよくいかにスピーデ
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ィーに我が国の標準化のエコシステムを立ち上げていくかという、ファーストステップ

として非常に適切で合理的だと存じます。 

 ありがとうございます。 

○森川主任  平田先生、ありがとうございます。皆様方から、こちらに記されているよう

な方向感でいいのではないかというコメントいただきました。確かに効率的なプロセス

だというふうに思っておりますので、私もよろしいかというふうに思いました。 

 それでは、こちらはよろしいですか。 

○影井標準化戦略室長  森川先生、ありがとございます。事務局からよろしいでしょうか。 

○森川主任  もちろんです。 

○影井標準化戦略室長  １点目の論点について、ありがとうございます。また、その前段

での３人の構成員皆様からのプレゼンも含めまして、改めて事務局としても認識を深め

まして、事務局資料では実効性、効率性という言葉を使っていますけども、何より重要な

のが、開発から標準化、社会実装までの一体性ですとか、この標準化支援を単体で固有で

考えるということではなくて、一体性やエコシステムということが非常に大事なのかな

と思いまして、まず、その視点をきちんと我々としてテイクノートしていきたいと思って

おりますし、もともとこの戦略プログラムを立ち上げたときの１年前の議論も、総務省と

してかなり大きな新しいスキームを入れてきたわけで、様々なプロセスを経て今回プレ

ーヤーが決まってきたと。やはりそこは日本として、海外に向けて積極的に、ある種社運

をかけて頑張るという企業さんを応援する、支援するというのが、まず大前提の大きな方

針だと思いますので、個々にマイクロマネジメントとか重層的な評価をするということ

が目的ということではなくて、いかに成果につながるための最短距離を走っていただく

かという観点で一番ふさわしい最適なやり方というものを取っていけたらという考え方

でございますので、１点目について今日御議論いただいた内容で方向性が非常に合って

いると思いますので、ぜひそのように整理していきたいと思います。 

 １点だけ補足をさせていただきたいのが、今回、このタイミングで標準化の支援をこれ

からやっていくという上では、戦略プログラムについては既にこの１年で採択を終えて

いると。研究開発単体では採択を終えていて、その追加支援的な標準化支援ということに

なりますので、そこを組み合わせるような議論だったんですけども、今後、また戦略プロ

グラムの研究開発を新規に採択していくケースというのが、今後考えられると思います。

そういったケースになりますと、そこは今の考え方で申しますと、最初から標準化支援の
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関係も含めて、ある種一体で選定していくプロセスというのもあるのかなと思いまして、

今日の事務局からの問題提起が、研究開発の始まりと標準化支援とずれがございますの

で、この段における今の当面の枠組みとしてはこういった方向性となりますが、今後を見

据えると、そういった考え方もあるかなというところは少し提起をさせていただき、補足

をさせていただきます。 

○森川主任  影井さん、ありがとうございます。それは、今後はもちろんそういうのは十

分あり得るというふうに僕も思います。ありがとうございます。 

 それでは、次に②です。こちら、審査の要件の在り方、申請いただく内容が満たすべき

要件みたいな形になりますが、こちらに関して、また皆様方から御意見いただければと思

います。関連するものとして、今日、杉浦さん、木村さん、立本先生からも話題提供をい

ただきましたけれども、それらも踏まえていただいても構いませんので、こちらに関して、

御意見あるいは補足等々ございますか。いかがでしょうか。 

○杉浦構成員  森川先生、杉浦ですけれども、よろしいでしょうか。 

○森川主任  お願いします。 

○杉浦構成員  木村先生ですとか立本先生からもお話があったもので、私もほぼ同じよ

うな考えで、今回、意見提示をさせていただいたんですけれども、１つは、国際標準の取

組自体を、ここに書いていただいているとおり、標準化団体、どこでやるのかとか、どう

いう計画でやるのかというところを具体的に書いていただくというのは、これは大前提

だとは思うんですけれども、一方で、こういう活動というのは既に各多くの企業の方がか

なり熱心に取り組んでいらっしゃって、標準化団体、国際の場でも御活躍はされていると

思います。 

 そういう意味で、どちらかというと、立本先生の最後のプレゼンテーションなんかもす

ごく大事な視点を御指摘いただいているかなというふうに思うんですけれども、標準化

活動そのものの部分だけではなくて、標準化活動を含め、企業全体のエコシステムづくり

のためのトップマネジメントのリーダーシップ、あるいは、ここで戦略を練る御前会議と

いうふうに書かれていますけれど、多分、これ、ほぼ私と同じことを言っているんだと思

うんですけど、私の場合は、ここに司令塔的な役割の人を置いたほうがいいんじゃないか

というような意味合いで言うと、そこに相当するものだと思うんですけど、こういった社

内の体制、あるいは他部署との関係だったりとか、これがどのくらい有益的に接続されて

全体として組織を運営されているかという、標準化活動そのものの担当者の活動の計画
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だけではなくて、全体含めた、会社全体としての標準化活動をどう使っていくのかという

戦略、この辺りをぜひ要件にしていただくと、非常に市場をつくるというような目的の最

短経路というのに近づくのかなというふうに感じました。 

 以上です。 

○森川主任  杉浦さん、ありがとうございます。平田先生、ありがとうございます。お願

いいたします。 

○平田構成員  本日の話題提供、３件とも、標準化をビジネスの主軸の１つとして捉えて、

経営と一体化させてという体制づくりや計画の立て方について示唆があったと思います。

それについて全く賛同しております。 

 一方で、それを支援する行政の支援としてなんですけれども、個社それぞれの中で体制

を、リーダーを置くとか部門を設けるとか体制を整えるということは、個社の中ではでき

るんですけれども、その個社同士が日本として標準の方向性を一致させ、その後に世界の

標準をリードするというふうに持っていくには、かなり時間もかかると思いますので、一

旦その体制を置くだけではなくて、中長期を見据えた人材の開発ですとか人材開発の支

援といったものも、非常に重要になってくるのではないかと存じます。 

 その点について、恐らく今回の行政の取組のプロセスの中でも、個社に対しての教育と

いうことではありませんが、情報提供や示唆をする、このような機会を増やしていく、強

化していくということが非常に両輪となって重要になっていくのではないか、短い視点

と長い視点の標準化の人材育成や開発ということも重要なのではないかということを考

えました。 

 以上です。 

○森川主任  平田先生、ありがとうございます。じゃ、木村さん、お願いいたします。あ

りがとうございます。 

○木村構成員  ありがとうございます。 

 今回、皆さんと同じようなことを発言することになるとは思います。プレゼンテーショ

ンやこれまでの議論の延長にはなりますが、今までの審査の中でもいわゆる技術レイヤ

ーの活動というものを中心に結構議論されていた部分が多いと感じています。今回は、少

し構えを広く取って、産業構造でありますとか、新しく本当に需要をつくっていくとか、

エコシステムというソフトなものというのを構築していく営みというところにつきまし

て、いわゆる狭義の標準化ということではないところをしっかりとカバーすることがで
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きればよいと思います。ただし、前提として、事業戦略との関係性というものが明確に述

べられているということはもちろん必要になると思うんですけども、今の競争環境とい

うのをベースにするとそういう形の支援にしていただくのが、最も意味があるんじゃな

いかなに感じております。 

○森川主任  木村さん、ありがとうございます。立本先生、お願いいたします。 

○立本構成員  筑波大学の立本です。森川先生、ありがとうございます。 

 私、２点ありまして、１点目は、今杉浦さんとか木村さんとかおっしゃっていただいた

やつとすごく近くて、標準化それ自体というよりは、事業戦略と結びついたときとか、そ

ういうエコシステムと形成とか、そういう意味、技術世代をつくっていく、技術のジェネ

レーションをつくっていくとか、そういう意味でいったときに、それ以外の標準規格をつ

くるというだけ以上の活動が組織の中では必要だったりとかすると思いますので、そこ

の取組にされているところに対して強化拡充が必要であろうと、社会実装のために必要

であろうと。特に国際標準化の場合はコストは大きいですから、その辺も重要だろうとか、

非常に思いますので、そこはサポートの対象でいいんじゃないかと思っています。 

 ２点目は、平田先生おっしゃっていただいたような、ちょっとどういうふうにやったら

いいのか分からないんですけど、人材の育成的なところは、多分このような１点目の活動

をする中で必ず必要になってしまうのではないかと思われて、そこはちょっと強弱とか、

あとは、どういうふうにとかというのはあるんですけれども、やっぱりキーワードとして

あるかなというふうに思っています。 

 以上です。 

○森川主任  立本先生、ありがとうございます。何か皆様方から追加等ございますか。 

 杉浦さん、木村さん、立本さんからも、今日話題提供をいただきましたとおり、事業戦

略の中での標準化ということになりますので、ぜひこの機会に提案いただける方は、当た

り前のことなんですけど、改めてしっかりと考えていただければ、私としてもうれしいか

なというふうに思っております。 

 これ、もちろん正解はないものなんですが、この機会にあらためてしっかり考えていた

だいて、考える中で、例えば国際標準を獲得するためには、どういった人たちと協力すれ

ばいいのかとか、あるいはどういった人たちが競合になるのかとかいったことも、もちろ

ん視野に入れながら考えていくということになりますので、ぜひ、このような、せっかく

総務省が最大１億円でしたっけ、１億円ありますので、ぜひこれを機会に、経営陣にも関
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与いただいて、改めて考えていただければ、それは何かしら次につながっていくのかなと

いうふうに、私自身も皆様の御発言等を伺いながら思いました。 

 それでは、こちらはよろしいですか。 

○影井標準化戦略室長  森川先生。 

○森川主任  どうぞ、お願いします。影井さんですか。 

○影井標準化戦略室長  事務局でございます。ありがとうございます。 

 検討項目２つ目に関しましては、構成員の皆様のプレゼン内容も踏まえまして、非常に

明確な大きな部分としましては、やはり事業戦略とのコミット、事業戦略やビジネスプロ

セスとの一体性というものは、これは共通した方向感かなということと、あとやはり全て

の構成員皆様から、司令塔機能ですとかトップの関与、トップマネジメントということで、

御前会議といった場のお話もありましたが、各社、個社の中での様々な本件に関する取組

もきちんと経営層の関与が必要ですとか、ここはやはり基金事業の運用ともシンクロし

た大きな方向性のコンセンサスかなというふうには思っております。 

 また、御議論の中で人材関係のお話も、平田先生、それから立本先生からも出てまいり

ましたけども、今日の議論の論点の１と２は、どちらかというと基金による支援方法のＨ

ｏｗの部分になりますので、どちらかというと３のその他の方になるかもしれませんが、

例えば事務局の１２ページの２点目に、今回の支援対象というのは、必ずしも各企業さん

が採択プロセスときに記載された内容そのものということではなく、きちんと解像度を

上げて拡充するもの。もともとこの戦略プログラムの中で、あるいは民間企業独自でやろ

うとしていた標準化活動の取組を、さらに拡充・強化するものとしています。具体的には、

標準化活動もこういった団体のこういった会合、あるいはその周辺の活動に対して、より

広げていこうという拡充の動きですとか、また、人を派遣するに当たっても、もともとは

この人１人で行くつもりだったのを、もう少し支援があることによって、例えば若い人も

含めて人員を拡充してといった、様々なケースがあると思うんですけども、そういった事

業を練り上げていただく中で、例えば企業の中でも、標準化活動へのプライオリティーで

すとか、そこへの人員や体制、リソースの配分みたいなところに、一定程度そこが底上げ

されるようであれば、少なくともそういった観点から人材育成にもつながるかなと。その

上で、これは日本全体、あるいは業界横断で、人材とか様々な課題というのは、新経営戦

略センターといった別の場でも、次世代リーダーの研修活動など様々な営みがあります

ので、標準化人材については政策的に行政として引き続き重要な課題だと思っておりま
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して、この基金そのものというよりは、また別の側面になるかもしれませんが、政策とし

ては全体で、パッケージで対応していきたいと思っているところです。 

 検討項目２に関しては、今日の御議論を踏まえて、支援要件の在り方について事務局の

方で次回に向けて解像度を上げて整理していきたいと思います。ありがとうございます。 

○森川主任  影井さん、ありがとうございます。 

 それでは、こちらはよろしいですか、先生方。ありがとうございます。 

 それでは、③です。そのほかという感じですけれども、全般、幅広く前広に何か考慮す

べき点等あるかどうかということです。これはいかがですか。本基金事業の成果最大化に

向け、どのようなことに留意すべきか。総務省、ＮＩＣＴに求められること、民間事業に

求められること。そのほか考慮すべきことはあるかということです。いかがですか。木村

さんから、まず、お願いできますか。ありがとうございます。 

○木村構成員  森川先生、ありがとうございます。 

 これまでの基金の議論と同じで、今回の標準化活動も、市場を定めて知財を出せばいい

という話ではない活動も含まれるものだとすると、全てが考えたようにうまくいくとい

うことではなくて、ある意味、競争という文脈の中における標準化だというふうに理解し

ています。 

 ですので、そこも含めてではあるんですけども、今後のモニタリングをきちんとしてい

く中で、活動内容もしくは何らかの成果につながるような予兆があるようであれば、その

辺りの情報というのも随時御提供いただくということが非常に大切なってくるかなと思

います。 

 繰り返しになりますけれども、１００％確実に成果が上がるというところじゃないと

ころにチャレンジいただくためのサポートだというバランス感が必要だと思います。そ

ういったバランス感の中できちっとモニタリングして、リターンというところを上げて

いくために、やり方も含めて我々としても工夫していかなければと感じております。 

○森川主任  ありがとうございます。それでは、立本先生、お願いいたします。 

○立本構成員  立本です。ありがとうございます。 

 今のおっしゃっていただいたことと、実は私も今、まさに同じことを考えていて、この

取組は、事業戦略というか競争戦略の中とか、あとは仲間づくりの中のお話だと思います

ので、自分だけで終わる話ではなかなかないと。言いたいのは、恐らく、結構な割合で軌

道修正が必要とか、もし成功と失敗とか考えるのであれば、当初の計画どおりにいかない
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という意味では、あんまり成功しないことが多いという、そういうタイプの取組だという

ふうには私どもも理解しています。 

 ですので、ある一定程度の失敗するというのは、そういうものなんだということで、今

後モニタリングする際には、当初計画で書かれていたことが成功しているとか失敗して

いるとかというよりも、特にそういう取組をしているとか、つまり、一定程度失敗すると

いうのはむしろ取組がきちんと行われているんだということだと思うんです。要は、軌道

修正というのは、するというのが多分この中で非常に重要だと思いますので、そういう大

きい視点に立ってモニタリング等できればというふうに思っています。 

 以上です。 

○森川主任  立本先生、ありがとうございます。平田先生もお願いいたします。 

○平田構成員  ありがとうございます。 

 先ほど総務省様から、基金だけではなく多面的な支援を計画して実施していくという、

非常に心強い発言がございました。私ももともと企業におりましたけれども、基金のほう

ばっかり気になってしまうこともあるんですけども、それで、そこに注力するということ

だけでなく、先ほど申し上げましたけど、標準化を事業戦略の中に組入れて実施していく

というのは、本当に時間を要する検討とか知識や経験も重要になってくるので、個社の中

だけではなく、日本の企業が一体となってエコシステムをつくっていくということを考

えれば、例えばこのような場で積極的に情報を、企業から見ると収集することで、行政や

ＮＩＣＴさんからすれば、例えば海外の事例や戦略のパターンなどの紹介ですとか情報

発信、お互いに情報を発信し合って考え続けると。標準化に取り組み続けるという場があ

るということが大事なのではないかということを改めて思いました。 

○森川主任  平田先生、ありがとうございます。そうすると、杉浦さんもお願いできます

か。 

○杉浦構成員  ありがとうございます。ほぼ皆様から御意見が出そろったところなので、

特に私から付け加えてということはないんですけれども、平田先生からお話が出た人材

育成の部分、ここも非常に大事なことかなというふうに思っていまして、私、標準化につ

いては、標準案作成という技術的なところに意思を持って能動的にできるということが

結構大事かなと思うんですけども、標準化団体のいわゆる調整の場というか会合の場は、

英語の語学力のみならず、独特なスキルというかコミュニケーションスキルだったりと

か、あるいは人間力に近いような、いわゆるその人の人間性というか、うまくやっていく
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ような部分のスキルみたいなものというのも結構求められて、非常に限られた人しか今、

そういったところで充実する人がなかなかいないという人材不足の部分も結構あるかな

というふうに思いますので、そういった部分での意識というか、そういったものが少し反

映できるような部分というのがあるといいかなというふうに思いました。 

 以上です。 

○森川主任  ありがとうございます。ほか、何かございますか。 

 森川からも。皆様方が御指摘いただいたことを繰り返す形になるかもしれませんが、今

回の基金事業というのは非常に新しい試みかなというふうに思っていまして、これはす

ばらしいというふうに思っています。とにかく、いろいろなことをやっぱり我々チャレン

ジしていかないといけません。基金事業は今回の１つの試みだと思いますが、今までの国

のこういう研究開発の施策でやっぱり問題だなと思っていたのは、何か提案したときの

成果目標を達成することが、１００％達成するのが求められてしまっていて、そうすると、

達成できる目標を書いて、１００％達成しましたといって、よくできましたということに

なっていましたというのが多分多かったということです。それはそれでいいのかもしれ

ませんが、次につながらないというふうに思っていますので、ぜひ、今回の標準化とかも

そうですけど、走りながら進んでいくと見えてくる世界も変わってくるかもしれなくて、

そうだとしたら、そういうことに気づいたらそういうことをきちんと認識したというこ

とが実はすばらしく、やってみたら、やっぱりこれはちょっと駄目だよねというのに気づ

く場合も、多分、あろうかというふうに思いますが、それこそが成果なのかなというふう

に思っています。そのため、国に対するお願いとしては、そういう当初の提案とは違った

ような形になった場合も、それが気づいたということをぜひ成果にしていただければと

いうふうに思っております。 

 それとともに、今回のような標準化に対する支援でいいなと思ったのは、従来は、標準

化に対して寄書を何本出したかということが成果になっていたわけですけれども、そも

そも標準化に寄書を出すというのは、その裏にＷｈｙという目的があるはずなので、そこ

も、そういう数字だけで評価するのではなくて、何のためにこれをやるのかというところ

にもしっかりと踏み込んでいただいているのもいいなというふうに思っています。これ

も継続的に、いろんな研究開発プロジェクトが走っていると思いますけれども、寄書の数

だけということに加えて、裏側の目的みたいなところ、Ｗｈｙというそもそも論のところ、

そこもぜひ重点化していくきっかけになっていただければというふうに思いました。 
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 ありがとうございます。先生方から何か追加のコメント等ございますか。よろしいです

か。 

○影井標準化戦略室長  では、森川先生、事務局からよろしいでしょうか。 

○森川主任  はい、影井さん、お願いいたします。 

○影井標準化戦略室長  もう今森川先生にまとめていただいたそれに尽きるところでご

ざいますが、行政という言葉もありましたので、検討項目３については、先生方の御意見

をしっかり受け止めさせていただいて、今回のWGの検討において、きちんと提言的に整理

していければと思います。 

 研究開発支援自体が、昨年度から今回の基金によって大きな転換をしているという中

で、標準化支援に関しても考え方を転換し大きく舵を切っていくというイメージをやは

り持っております。本日御議論があったように、ある程度アジャイル性を持ってですとか、

ある程度はやってみて、うまくいかなかったところはそれをしっかり認めて次に生かし

ていくですとか、そういった発想というのは、この標準化支援に関しても非常に重要にな

ってくるとやはり思いますし、また、人材面の取組ですとか多面的な取組等々含めまして、

政府や総務省としても標準化というものにしっかり光を当てて取り組んでいくというメ

ッセージですとか、また、こういった標準化を支援する枠組みができたところですので、

どうしても頑張る民間企業さんを応援する、一番成果が出る形になるように、きちんとコ

ミットメントをもってやっていく企業さんを応援するという側面と、やはり国として、標

準化にはデジュール的な公的な側面もあり、また、木村様からも個社に閉じない、ステー

クホルダーが共通的な中で、国の役割も大きくなっていくお話がございましたので、そう

いった行政的な役割というのもしっかり果たしていきながら、どういった方法がうまく

いくのかということは模索しながら取り組んでいきたいと思います。 

 本当に今日は貴重な御意見、充実した御議論をいただきまして、本当にありがとうござ

いました。 

○森川主任  影井さん、ありがとうございます。先ほどちょっと影井さんのお話をお伺い

しながら、改めて先ほどの僕が言ったコメントをちょっと振り返っていたんですけど、こ

ういう研究開発プロジェクトで評価するときに、当初設定した目標を達成できたかとか

いうのがありますよね。あれも、そうすると提案する時点で小さくまとまっちゃうのも結

構あるというか、確実にできるものしかやらないみたいな、提案してこないとかいうふう

になっちゃいますので、評価項目というか、当初設定した目標を達成できたかというのは、
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ちょっと標準化だとそういうのはないのかもしれませんけど、標準化以外のところかも

しれませんが、これもなくしたいなと個人的には改めて思いました。 

○影井標準化戦略室長  ありがとうございます。 

○森川主任  それでは、皆様方、追加で何かございますか。よろしいですか。それでは、

ありがとうございます。 

 

（２）その他 

 

○森川主任  それでは、議題、その他、こちらに関しまして、今後の予定等について事務

局から説明お願いできますか。 

○石田課長補佐  事務局でございます。 

 次回のWGは、２月中下旬の開催を予定しております。詳細については、別途御連絡させ

ていただきます。 

 以上でございます。 

○森川主任  ありがとうございます。 

 本日の議事は以上となります。皆様方、何か全体を通してございましたら、お知らせい

ただけますか。よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、今日は皆様方、いらしていただいた方、参加いただいた方も、朝早くから本

当にありがとうございます。 

 以上をもちまして、革新的情報通信技術プロジェクトのWGの第４回を閉会といたしま

す。朝から本当にありがとうございました。これにて閉会といたします。ありがとうござ

います。 

 

 


